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本誌掲載の記事は、アジャイルプロセス協議会/知働化研究会の活動
成果をまとめたものです。著作権は、各記事の著者に属します。各記

事の内容は、知働化研究会サイト（http://www.exekt-lab.org/）に掲
載、あるいは、関連しております。お問い合わせ、ご質問などは、個

別にお願いいたします。また、本誌全体に関するお問い合わせは、

otsuki.s@1corp.co.jp（大槻）までお願いいたします。 
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